
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

夕
や
け
橋 

 

中
央
区
下
山
手
通
四
丁
目
、
兵
庫
県
庁

前
の
山
手
幹
線
に
、
神
戸
市
の
市
章
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
歩
道
橋
が
あ
り
ま
す
。

名
前
を
「
夕
や
け
橋
」
と
い
い
ま
す
。 

昭
和
三
十
年
代
の
日
本
は
高
度
経
済
成

長
に
よ
り
自
動
車
が
急
増
し
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
昭

和
三
十
四
年
に
日
本
初
の
歩
道
橋
が
名
古

屋
市
近
郊
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
各
地
の
大

都
市
で
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

「
夕
や
け
橋
」
は
昭
和
三
十
八
年
に
川

崎
重
工
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
市
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
三
日
に
完
成
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
学
童
ら
約
一
万
人
が
神
戸

市
少
年
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
マ
ー
チ
に
合

わ
せ
て
渡
り
ぞ
め
を
し
た
こ
と
が
新
聞
記

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
橋
の
名
前
は

市
民
か
ら
募
集
し
た
結
果
、
「
夕
や
け

橋
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
橋
か
ら
眺
め
た

夕
や
け
が
美
し
い
こ
と
と
、
兵
庫
県
出
身

の
詩
人
・
三
木
露
風
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
の

歌
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
す
。 

緑
色
を
基
調
に
、
パ
イ
プ
の
ア
ー
チ
を

利
用
し
た
市
章
の
部
分
だ
け
を
銀
色
に
し

て
際
立
た
せ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
の
例
と
し
て
、
歩
道
橋
に
つ
い
て

の
書
籍
で
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

参
考
『
あ
の
歌
こ
の
民
話
』
『
人
道
橋
の
景
観
設
計
』
他 

夕やけ橋 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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ひ
ょ
う
ご
水
百
景
―
五
国
が
紡
ぐ 

松
本

幸
男
執
筆 

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

河
川
整
備
課
監
修
・
発
行 

県
内
の
河
川
や
池
な
ど
水
辺
を
取
材

し
、
毎
月
一
回
発
行
し
て
き
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。 

 

生
田
川
の
記
事
で
は
、
明
治
初
期
の

付
け
替
え
や
度
重
な
る
災
害
と
復
旧
を

経
て
現
在
の
姿
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
揖
保
川
に
架
か
る
「
名
畑
の
流

れ
橋
」
を
守
り
、
引
き
継
い
で
い
こ
う

と
す
る
地
元
の
人
々
の
姿
が
詳
し
く
描

か
れ
、
と
て
も
興
味
深
い
。 

そ
の
他
に
も
各
地
の
水
辺
に
係
る
景

観
や
歴
史
的
・
文
化
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
写
真
、
資
料
を
添
え
て
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
水
文
化
を
守
り
次
世
代
へ
継
承

し
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

            

丹
生
山
田
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
―
歴
史
と
文
化

財
を
訪
ね
る 

山
田
民
俗
文
化
保
存
会
編

集
・
発
行 

山
田
川
に
沿
っ
て
走
る
街
道
は
古
く

山
陽
道
の
裏
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、

地
域
に
第
一
級
の
文
化
を
も
た
ら
し
た
。

今
も
六
條
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
や
農

村
舞
台
な
ど
文
化
財
が
多
く
残
る
。 

今
回
三
十
五
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
、

新
た
に
作
成
さ
れ
た
解
説
冊
子
で
は
各

項
が
『
山
田
村
郷
土
誌
』
な
ど
参
考
文

献
へ
紐
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。 

地
図
に
あ
る
自
然
歩
道
を
た
ど
り
史

跡
と
美
し
い
山
里
風
景
を
楽
し
み
た
い
。 

 

ま
つ
り
の
古
代
史
―
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
が

語
る 

大
平
茂
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
） 

兵
庫
県
で
発
掘
調
査
に
従
事
し
な
が

ら
、
祭
祀
研
究
を
続
け
て
き
た
筆
者
が
、

県
内
の
発
掘
資
料
を
駆
使
し
て
各
時
代

の
祭
を
丁
寧
に
解
き
明
か
し
て
い
く
。 

縄
文
時
代
の
佃
遺
跡
（
淡
路
市
）
か

ら
出
土
し
た
石
剣
は
太
陽
観
測
に
用
い

ら
れ
た
の
か
、
銅
鐸
の
出
土
か
ら
み
た

祭
と
は
？
古
墳
か
ら
出
土
し
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
土
製
品
の
用
途
は
何
か
な
ど
、

俎
上
に
挙
げ
ら
れ
た
難
解
な
題
材
を
著

者
が
手
ほ
ど
き
し
、
考
古
学
（
祭
祀
研

究
）
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
。 

明
石
城 

な
ぜ
、
天
守
は
建
て
ら
れ
な

か
っ
た
の
か 

神
戸
新
聞
明
石
総
局
編

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

明
石
城
は
、
昨
年
に
築
城
四
〇
〇
年

を
迎
え
た
。
東
西
約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル

の
石
垣
と
、
二
棟
の
櫓
は
多
く
の
人
の

心
を
引
き
付
け
る
が
、
こ
の
城
に
は
天

守
が
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

 
 

天
守
が
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を

は
じ
め
、
廃
城
令
で
解
体
の
危
機
に

あ
っ
た
明
石
城
を
救
っ
た
元
藩
士
た
ち

の
活
躍
、
黄
金
の
襖
絵
が
た
ど
っ
た
数

奇
な
運
命
、
城
下
町
の
発
展
な
ど
、
明

石
城
の
謎
に
迫
っ
て
い
る
。 

 

最
後
の
社
主
―
朝
日
新
聞
が
秘
封
し
た

「
御
影
の
令
嬢
」
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム 

樋

田
毅
（
講
談
社
） 

村
山
美
知
子
氏
は
朝
日
新
聞
社
の
創

業
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
村
山
龍
平
氏
の

孫
で
あ
り
、
社
主
、
大
株
主
で
あ
っ
た
。 

朝
日
新
聞
社
か
ら
派
遣
さ
れ
、
七
年

間
に
わ
た
り
秘
書
役
と
し
て
仕
え
た
元

社
会
部
記
者
が
目
に
し
た
社
主
の
華
麗

な
暮
ら
し
ぶ
り
や
人
と
な
り
を
伝
え
る
。 

や
が
て
朝
日
新
聞
の
経
営
を
左
右
す

る
社
主
の
持
ち
株
を
め
ぐ
っ
て
、
会
社

と
の
軋
轢
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
著
者
は
、

高
齢
の
社
主
、
創
業
者
一
族
に
迫
る
非

情
な
現
実
を
つ
ぶ
さ
に
語
る
。 

筆
跡
を
き
く
―
手
記
執
筆
者
の
は
な
し 

高
森
順
子
、
阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ

け
る
会
編
集
・
発
行 

 
 

阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会

は
、
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た
被
災
手
記
を

ま
と
め
、
一
九
九
五
年
か
ら
継
続
し
て

発
行
し
て
き
た
。 

十
二
集
目
の
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の

執
筆
者
の
う
ち
六
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、｢

あ
な
た
に
と
っ
て
書
く
と
い

う
行
為
と
は
？｣

と
問
い
か
け
る
。｢

我

が
子
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
形
に
残
し

た
か
っ
た｣

、｢

口
に
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
書
く
こ
と
な
ら
で
き
た｣

な

ど
執
筆
者
の
声
は
様
々
で
あ
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
共
に
過
去
の
手
記

も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
書
き

手
の
人
柄
や
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
る
。 

            
や
ぐ
ら 

――― 新しく入った本 ――― 

あ
つ
れ
き 

な
ば
た
け 

や

ぶ

さ

め 

そ
じ
ょ
う 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200267112&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200652209&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200265912&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200649311&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266115&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200646496&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266113&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200646492&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200265545&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200644095&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266166&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200650033&type=CtlgBook


古
本
屋
の
四
季 

片
岡
喜
彦
（
皓
星
社
） 

兵
庫
区
神
田
町
に
あ
る
「
古
書
片

岡
」
。
そ
の
店
主
で
あ
る
著
者
は
、
定

年
退
職
後
に
夢
で
あ
っ
た
古
本
屋
を
開

業
し
た
。
本
書
は
、
著
者
が
書
評
誌

『
足
跡
』
に
書
き
継
い
で
き
た
文
章
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
店
の
番
台
か
ら
眺

め
た
「
古
書
片
岡
」
の
日
常
が
綴
ら
れ

て
い
る
。
「
本
好
き
の 

人
・
本
・
心 

つ
な
ぐ
店
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
著
者
は

本
を
売
る
こ
と
以
上
に
、
本
を
引
き

取
っ
て
次
の
縁
に
繋
げ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
る
。
家
ま
で
本
を
引
き
取
り

に
行
き
、
時
に
は
客
の
人
生
相
談
に
乗

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

飾
ら
な
い
語
り
の
中
に
、
著
者
の
温

か
な
人
柄
と
本
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ

ら
れ
る
。 

            

鉄
の
華
―
美
し
き
下
町
工
場
の
侍 

長
谷

川
佳
江
（
書
肆
山
住
） 

神
戸
育
ち
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
二
年

に
わ
た
っ
て
長
田
区
の
鉄
工
所
を
訪
ね

歩
き
、
熟
練
職
人
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を

撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
集
で
あ
る
。 

町
工
場
は
今
、
仕
事
の
減
少
や
後
継

者
問
題
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
己
の
技
術
を
武
器
に
黙
々
と

仕
事
に
打
ち
込
む
姿
を
、
著
者
は
現
代

の
「
侍
」
と
見
立
て
て
写
し
出
す
。 

写
真
は
全
七
十
枚
。
長
年
、
も
の
づ

く
り
に
励
ん
で
き
た
彼
ら
の
真
剣
な
表

情
に
、
誰
も
が
心
動
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。 

 

猫
を
棄
て
る
―
父
親
に
つ
い
て
語
る
と
き 

村
上
春
樹
（
文
藝
春
秋
） 

十
二
歳
ま
で
夙
川
で
暮
ら
し
て
い
た

著
者
は
、
あ
る
夏
の
日
、
父
と
二
人
で

猫
を
棄
て
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

著
者
の
父
は
、
寺
の
息
子
と
し
て
生

ま
れ
、
俳
句
を
詠
み
、
日
々
の
読
経
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
晩
年
ま
で

は
二
十
年
以
上
の
間
、
疎
遠
で
あ
っ
た

が
、
二
人
を
繋
ぐ
こ
の
共
有
体
験
が
、

本
作
の
執
筆
を
支
え
た
。 

生
前
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か
っ
た
父
の

兵
役
中
の
足
跡
を
た
ど
る
。
時
代
に
翻

弄
さ
れ
た
一
人
の
人
間
と
、
そ
の
息
子

と
し
て
の
著
者
を
感
じ
ら
れ
る
。 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

命
の
う
た
―
ぼ
く
は
路
上
で
生
き
た
十
歳

の
戦
争
孤
児 

竹
内
早
希
子
（
童
心
社
） 

                          

神
戸
外
大
教
師
が
新
入
生
に
す
す
め
る
本

神
戸
市
外
国
語
大
学
編
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

耳
凪
ぎ
目
凪
ぎ 

た
か
と
う
匡
子
（
思
潮

社
） 

                        

 

「『明るい市民の街』というイメージが、神戸を想う時、 

いつも私の胸に浮びます。」画家・東山魁夷は、1981年に 

開催された神戸ポートアイランド博覧会での自身の展覧会に

際して、幼少期を過ごした神戸をこのように述べています。  

3歳の時に魁夷は父親の仕事の都合で横浜から神戸へ引っ越

し 

 

神戸  その２０  
あんな人こんな人 

東山 魁夷 ひがしやま・かいい 

明治41年(1908年)～平成11年(1999年) 

 

写真：『東山魁夷・東と西を結ぶ展』（神戸ポートアイランド博覧会協会、神戸

新聞社）、『神戸国際会館50年史』（神戸国際会館） 

 

 

に向かって、しっかりと』と合唱しているよう

だ。」という言葉を残しています。東山魁夷が

ふるさと神戸を想い描いた「新生の樹」は、今

もなお神戸市民の文化・芸術の場を彩り続けて

います。 

してきました。兵庫県立第二神戸中学校（現・兵庫高等学校）を卒業した後は、

東京美術学校（現・東京藝術大学美術学部）やヨーロッパで本格的に絵を学び、

「残照」や「道」、唐招提寺の壁画などの名作を生み出していきます。 

 阪神・淡路大震災の際には、被害を受けた神戸国際会館の再建にあたり、こく

さいホールの緞帳を手掛けました。緞帳に描かれている「新生の樹」について、

「樹々は、いつもエネルギーを蓄えていて、春になると恵みの緑をふりかけて 

いく。地上の全てのものに新しい元気と勇気を与えながら『さあ！進もう。明日 

――― 新しく入った本 ――― 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200267493&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200650739&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200268238&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200655315&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200265219&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200646700&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A6000117248&mode=one_line&pvolid=PV%3A6000247720&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7000128448&mode=one_line&pvolid=PV%3A7000213650&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200267510&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200652099&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200265455&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200647963&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266275&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200650524&type=CtlgBook


ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ 
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市
役
所
庁
舎
の
移
り
か
わ
り 

  

三
宮
の
都
心
再
整
備
に
伴
い
、
市
役
所

の
二
号
館
・
三
号
館
が
立
て
替
え
ら
れ
ま

す
。
二
号
館
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
四
代

目
の
市
役
所
と
し
て
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
神
戸
市
役
所
と
い
え
ば
三
宮
の

海
側
、
東
遊
園
地
の
傍
に
あ
る
も
の
と
い

う
印
象
が
強
い
で
す
が
、
初
代
か
ら
三
代

目
ま
で
の
市
役
所
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
場
所

に
あ
り
ま
し
た
。 

初
代
の
市
役
所
は
木
造
で
、
現
在
の
中

央
区
相
生
町
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
の
北
東
に
あ

り
ま
し
た
。
元
々
は
明
治
二
十
年
一
月
に

神
戸
区
役
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

明
治
二
十
二
年
の
市
制
実
施
に
あ
た
り
、

神
戸
市
役
所
と
改
称
し
、
同
年
六
月
二
十

一
日
に
開
庁
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

誕
生
時
の
神
戸
市
は
、
神
戸
区
に
莵
原

郡
葺
合
村
と
八
部
郡
荒
田
村
を
併
せ
た
、

現
在
の
市
域
か
ら
見
れ
ば
中
央
区
と
兵
庫

区
の
一
部
に
あ
た
る
地
域
で
し
た
。
明
治

二
十
九
年
に
八
部
郡
湊
村
、
林
田
村
、
池

田
村
と
合
併
し
、
人
口
が
増
え
行
政
組
織

も
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
元
区
役

所
だ
っ
た
建
物
で
は
手
狭
に
な
り
、
二
代

目
市
役
所
の
建
設
が
計
画
さ
れ
ま
す
。 

 

二
代
目
市
役
所
は
、
明
治
四
十
二
年
十

二
月
に
、
現
在
の
中
央
区
橘
通
の
神
戸
地

方
裁
判
所
東
隣
に
煉
瓦
造
り
の
三
階
建
て

で
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
二
代
目
市
役
所
時

代
、
神
戸
市
は
さ
ら
に
周
辺
の
町
村
と
三

度
合
併
し
、
市
域
を
拡
大
し
発
展
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
仕
事
も
職

員
も
、
市
役
所
本
庁
舎
内
に
は
収
ま
ら
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
九

月
、
建
物
に
空
襲
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
事
務
効
率
も
悪
く
市
民
に
も
不

便
で
あ
っ
た
分
庁
舎
な
ど
を
集
約
す
る
た

め
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

        

三
代
目
の
市
役
所
は
、
神
戸
市
立
第
一

高
等
女
学
校(

現
在
の
湊
川
中
学
校
の
地)

お
よ
び
、
湊
川
公
園
内
に
あ
っ
た
勧
業
館

を
転
用
し
た
も
の
で
し
た
。
校
舎
で
あ
っ

た
建
物
は
、
不
便
で
狭
く
、
結
局
、
各
部

局
を
集
約
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
十
数
ヵ

所
に
分
散
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
空

襲
で
多
く
の
学
校
が
被
災
し
た
こ
と
や
、

学
制
改
正
の
影
響
で
校
舎
が
不
足
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
敷
地
の
返
還
を
求
め
ら

れ
、
新
し
い
市
役
所
を
別
の
場
所
に
建
設

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
財
政
的
に
難
し
く
な
か
な
か

建
設
に
は
至
ら
ず
、
昭
和
二
十
九
年
度
予

算
で
よ
う
や
く
総
合
庁
舎
建
設
費
が
計
上

さ
れ
、
同
年
五
月
に
は
神
戸
市
庁
舎
建
設

調
査
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
候
補
地
と

し
て
示
さ
れ
た
相
楽
園
、
旧
小
野
浜
外
国

人
墓
地
跡
、
大
倉
山
公
園
、
湊
川
神
社
北

側
、
東
遊
園
地
の
五
カ
所
に
つ
い
て
検
討

が
始
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
年
一
月
に
建
設

予
定
地
は
東
遊
園
地
と
決
定
さ
れ
、
三
月

に
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
東
遊
園
地
は
、

元
は
旧
外
国
人
居
留
地
で
し
た
が
、
返
還

時
に
国
有
地
と
な
り
、
そ
の
後
、
区
画
整

理
の
換
地
で
市
役
所
の
敷
地
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
二
年
四
月
に
、
四
代
目
市
役

所
が
完
成
し
、
本
庁
舎
の
南
側
に
は
市
会

議
事
堂
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

行
政
組
織
の
拡
大
は
続
き
、
ま
た
も
庁
舎

は
手
狭
と
な
り
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
、

本
庁
舎
西
隣
に
分
庁
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
市
制
一
〇
〇
周
年
の
平
成
元
年
に
は
、

市
会
議
事
堂
の
場
所
に
高
層
の
庁
舎
（
一

号
館
）
が
建
て
ら
れ
、
市
会
議
事
堂
は
そ

の
二
十
九
階
に
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

四
代
目
市
役
所
は
二
号
館
、
分
庁
舎
は
三

号
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

解
体
さ
れ
る
二
号
館
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
で
被
災
し
六
階
部
分
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
た
め
、
改
修
工
事
を
行
い
平
成
八
年

三
月
よ
り
五
階
建
て
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
当
初
は
八
階
建
て
の
建
物
で
し

た
。
平
成
二
十
四
年
三
月
に
は
、
三
号
館

の
西
側
に
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー(

四
号
館)

が
竣
工
し
ま
し
た
。 

       

実
は
、
市
役
所
の
歴
史
は
、
図
書
館
の

歴
史
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
が

橘
通
の
二
代
目
の
建
物
に
移
転
し
た
後
、

相
生
町
の
初
代
市
役
所
の
建
物
に
は
改
築

工
事
が
施
さ
れ
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

十
日
に
最
初
の
神
戸
市
立
図
書
館
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
大
正
十
年
十
一
月
十
日

に
、
現
在
の
中
央
図
書
館
の
あ
る
大
倉
山

（
中
央
区
楠
町
）
に
移
転
す
る
ま
で
図
書

館
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
市
役

所
と
、
初
代
市
立
図
書
館
は
同
じ
建
物
を

使
用
し
て
い
た
の
で
す
。 
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